
JP 4766082 B2 2011.9.7

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくともヘッドフォン出力を備える携帯用オーディオ機器から出力されるオーディオ
信号を音声として再生するための車載用オーディオ機器であって、
　上記携帯用オーディオ機器から出力されるオーディオ信号を入力するためのオーディオ
信号入力端子と、
　上記オーディオ信号入力端子から入力されたオーディオ信号を出力可能な出力手段と、
　上記携帯用オーディオ機器と当該車載用オーディオ機器間とでの所定のユーザインター
フェイス情報の入力又は出力が行われるためのユーザインターフェイス入出力端子と、
　上記ユーザインターフェイス入出力端子を介した所定のユーザインターフェイス情報の
出力、又は上記ユーザインターフェイス入出力端子を介して入力される所定のユーザイン
ターフェイス情報に基づいた所要の制御処理、を実行可能な制御手段と、
　を備え、
　上記オーディオ信号入力端子と上記ユーザインターフェイス入出力端子とから成る端子
群は、上記携帯用オーディオ機器のヘッドフォン出力用のコネクタであって当該携帯用オ
ーディオ機器から出力されるオーディオ信号を音声として出力すると共に、所定のユーザ
インターフェイス情報の入出力に対応した所定のユーザインターフェイス機能を有するユ
ーザインターフェイス機能付ヘッドフォン出力用のコネクタと接続されるようにされてい
るうえで、
　上記携帯用オーディオ機器側において、上記オーディオ信号入力端子と上記ユーザイン
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ターフェイス入出力端子から成る端子群と接続された上記ユーザインターフェイス機能付
ヘッドフォン出力用のコネクタが設けられる
　車載用オーディオ機器。
【請求項２】
　上記オーディオ信号入力端子と上記ユーザインターフェイス入出力端子から成る端子群
と、上記ユーザインターフェイス機能付ヘッドフォン出力用のコネクタとは、
ケーブルにより接続されている、
　ことを特徴とする請求項１に記載の車載用オーディオ機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、外部オーディオ機器が接続されることで、この外部オーディオ機器から出力
されるオーディオ信号を入力して、例えばスピーカなどに対して音声として出力すること
のできる車載用オーディオ機器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年においては、オーディオ機器として、携帯に適した構成を採る携帯型オーディオ機
器が広く知られている。このような携帯型オーディオ機器は、例えばテープカセット、Ｃ
Ｄ(Compact Disc)、ＭＤ(Mini Disc)などのメディアに対応しての再生が可能とされてお
り、更には記録可能なメディアに対応する場合には、記録も可能に構成されたものが知ら
れている。
【０００３】
　また、このような携帯型オーディオ機器では、一般には、ヘッドフォンを携帯型オーデ
ィオ機器本体に接続し、この音声出力機器を聞くようにしている。
　上記ヘッドフォンとしては、例えば携帯型オーディオ機器とヘッドホンのイヤドライバ
間のケーブルに操作部を設けたものが知られている。ユーザはこの操作部に対して操作を
行うことで、携帯型オーディオ機器に対して例えば再生等に関する各種操作を行うことが
できるようになっている。
　またヘッドフォンにあっては、上記した操作部と共に例えば液晶ディスプレイなどによ
る小型の表示部を設けたものも知られており、ユーザはこの表示部に表示される表示内容
をみて、現在の携帯型オーディオ機器の再生状況を知ることができる。例えば、現在再生
されているトラックナンバや、トラックの再生進行時間などをはじめとする各種状況を知
ることができる。
【０００４】
　また、近年においては、車載用のオーディオ機器が広く普及している。
　車載用オーディオ機器の１つとして、例えば、いわゆるヘッドユニットといわれるオー
ディオ機器が知られている。このヘッドユニットには、例えばチューナ及び所定の記録媒
体に対応した再生装置などのオーディオ装置が搭載されて、これらのオーディオ装置から
出力されたオーディオ信号をスピーカによって音声として出力できる。また、これらのオ
ーディオ装置を統括的にコントロールするための操作パネル、及びまたその動作状況を表
示するための表示部が備えられている。
　また、ユーザは必要があれば、例えば他のオーディオ装置をこのヘッドユニットに対し
て接続することで、このヘッドユニットを介して音声が再生されるようにオーディオシス
テムを組むことができる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、ユーザによっては、携帯型オーディオ機器により再生する音声を車内で聴き
たいという要望のあることは当然考えられる。
　このような要望に応え、上記したヘッドユニットのような車載用オーディオ機器におい
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ては、例えばケーブル等によって携帯型オーディオ機器を接続することで、この携帯型オ
ーディオ機器から出力されたオーディオ信号を入力できるように構成されたものが知られ
ている。そして、ヘッドユニットでは、この入力されたオーディオ信号を例えばスピーカ
から音声として出力するように動作する。
【０００６】
　但し現状においては、携帯型オーディオ機器とヘッドユニットとを接続して入出力が行
われるのは、上記したオーディオ信号のみとされている。これは換言すれば、携帯型オー
ディオ機器とヘッドユニット間では、例えばユーザインターフェイスに関する制御情報等
の入出力を行ってはいないことを意味している。
【０００７】
　このため、次のような問題が生じてくる。
　つまり１つには、携帯型オーディオ機器にて再生されている音声をヘッドユニットによ
り出力させる場合において、携帯型オーディオ機器側の動作をコントロールするには、携
帯型オーディオ機器側の操作部に対して行わなければいけない。
　また、再生状況を確認するのにあたっては、携帯型オーディオ機器側の表示部を見る必
要が生じることになる。この表示部は小さいものであるために、ユーザにとっては見づら
い。
　この携帯型オーディオ機器側の表示部のなかにはバックライトを備えていないものもあ
り、このような表示部であれば、夜間に表示内容を見ることはほとんど不可能となる。
　更に、携帯型オーディオ機器によっては、前述したヘッドフォンのケーブルの途中にの
み表示部が備えられて、機器本体には表示部が備えられていないタイプのものがある。そ
して、このようなタイプの機器において音声出力端子がこのヘッドフォン端子のみである
場合には、このヘッドフォン端子における音声出力端子をヘッドユニットとの接続に使用
してしまうため、再生状況を確認することはまったくできなくなる。
【０００８】
　このように、現状においては、携帯型オーディオ機器にて再生されるオーディオ信号を
ヘッドユニット等のオーディオ機器により出力させる場合、その再生に関する操作や表示
などのユーザインターフェイスは、携帯型オーディオ機器側に対して行われることになる
ために、使い勝手がよくないという問題を有している。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　そこで本発明は上記した課題を考慮して、外部オーディオ機器から出力される音声をオ
ーディオ機器によって音声として出力するようにシステムを構築する場合、このオーディ
オ機器側で、外部オーディオ機器に関するユーザインターフェイス機能が実現されるよう
にして、使い勝手の向上を図ることを目的とする。
【００１０】
　このため、オーディオ機器として次のように構成することとした。
　少なくともヘッドフォン出力を備える携帯用オーディオ機器から出力されるオーディオ
信号を音声として再生するための車載用オーディオ機器であって、上記携帯用オーディオ
機器から出力されるオーディオ信号を入力するためのオーディオ信号入力端子と、上記オ
ーディオ信号入力端子から入力されたオーディオ信号を出力可能な出力手段と、上記携帯
用オーディオ機器と当該車載用オーディオ機器間とでの所定のユーザインターフェイス情
報の入力又は出力が行われるためのユーザインターフェイス入出力端子と、上記ユーザイ
ンターフェイス入出力端子を介した所定のユーザインターフェイス情報の出力、又は上記
ユーザインターフェイス入出力端子を介して入力される所定のユーザインターフェイス情
報に基づいた所要の制御処理、を実行可能な制御手段と、を備え、上記オーディオ信号入
力端子と上記ユーザインターフェイス入出力端子とから成る端子群は、上記携帯用オーデ
ィオ機器のヘッドフォン出力用のコネクタであって当該携帯用オーディオ機器から出力さ
れるオーディオ信号を音声として出力すると共に、所定のユーザインターフェイス情報の
入出力に対応した所定のユーザインターフェイス機能を有するユーザインターフェイス機
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能付ヘッドフォン出力用のコネクタと接続されるようにされているうえで、上記携帯用オ
ーディオ機器側において、上記オーディオ信号入力端子と上記ユーザインターフェイス入
出力端子から成る端子群と接続された上記ユーザインターフェイス機能付ヘッドフォン出
力用のコネクタが設けられる。
【００１１】
　上記構成によれば、本発明のオーディオ機器と外部オーディオ機器とは、外部オーディ
オ機器から出力される音声を入力して音声として出力する機能に加えて、本発明のオーデ
ィオ機器と外部オーディオ機器間で入出力されるユーザインターフェイス情報に基づいて
、例えば外部オーディオ機器に対応する所定のユーザインタフェイス機能を、本発明のオ
ーディオ機器側に有させることが可能になる。
【発明の効果】
【００１２】
　以上説明したように本発明は、オーディオ機器に対して外部オーディオ機器を接続して
、この外部オーディオ機器から出力された音声をオーディオ機器側で出力するシステムを
構築した場合において、この外部オーディオ機器のユーザインターフェイス情報が入出力
される端子を介しても、オーディオ機器側と接続を行うようにしたことで、外部オーディ
オ機器のユーザインターフェイス機能がオーディオ機器側において実現されるように構成
される。
　この構成によればシステムとしてのユーザインターフェイス機能はオーディオ機器側に
集約されることになる。つまり、外部オーディオ機器のインターフェイス機能を利用する
ときにも、メインとなるオーディオ機器側で行うことができるようになる。これにより、
システムとしての使い勝手の向上が図られる。
【００１３】
　そして上記発明のもとで、オーディオ機器に備えられる操作部に対して行われた操作に
応じた操作情報信号（ユーザインタフェイス情報）を外部オーディオ機器に対して出力す
るようにされる。外部オーディオ機器はこの操作情報信号に応じて動作を行う。
　このような構成であれば、ユーザインターフェイス機能として外部オーディオ機器に対
する操作をオーディオ機器側で行うことが可能になり、操作面での使い勝手の向上が図ら
れる。
【００１４】
　また、上記ユーザインターフェイス機能としては、外部オーディオ機器側からその動作
状況に応じて出力される表示情報をオーディオ機器側で入力し、この入力した表示情報に
基づいて、オーディオ機器に備えられる表示部に表示を行うようにされる。
　これによっては、ユーザインタフェイス機能として、表示機能がオーディオ機器側で統
合されることになる。つまり、ユーザとしては、システムの動作状況を把握するのに、オ
ーディオ機器の表示部だけを見ればよいことになる。これによっても、システムとしての
使い勝手、利便性の向上が図られる。
【００１５】
　また、オーディオ機器側のオーディオ信号入力端子とユーザインターフェイス情報が入
出力されるユーザインターフェイス入出力端子から成る端子群と、外部オーディオ機器側
のオーディオ出力端子とユーザインターフェイス入出力端子から成る端子群は、それぞれ
１つのコネクタによって接続され、このコネクタはケーブルによって連結されているもの
とされる。つまり、本発明としては、オーディオ機器と外部オーディオ機器間で、オーデ
ィオ信号とユーザインターフェイス情報を入出力するのに、１本のコネクタケーブルによ
って接続するようにされる。これにより、例えばオーディオ信号のラインと、ユーザイン
ターフェイス情報とを、それぞれ別のケーブルによって接続するような場合よりも、簡単
に接続作業を行うことができるものである。
【００１６】
　また、外部オーディオ機器のオーディオ出力端子とユーザインターフェイス入出力端子
としては、操作部と表示部が備えられたヘッドフォン（ユーザインターフェイス機能付音
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声出力手段）を接続するためのものとされる。つまりヘッドフォン端子部として本来は機
能するものとされる。そして、オーディオ機器側では、このヘッドフォン端子部を利用し
て接続を行うようにされる。
　ヘッドフォンと外部オーディオ機器のヘッドフォン端子部とは、通常は１本のケーブル
によって接続される構造を採ることから、この場合にも、オーディオ機器と外部オーディ
オ機器とは１本のケーブルで接続する構成を採ることが容易に可能になる。また、このよ
うなヘッドフォン端子部が設けられる外部オーディオ機器とは一般には可搬型とされ、従
って、外部オーディオ機器として可搬型のオーディオ機器を使用する場合に特にその効果
が発揮される。
【００１７】
　そして、本発明のオーディオ機器が車載用機器の構成を採る場合には、例えば上記した
ような効果に加え、運転の安全性を確保することが可能になるものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施の形態について説明していくこととする。ここで、本発明の実施の
形態のオーディオ機器は、ヘッドユニットといわれる車載用オーディオ機器を例に挙げる
こととする。
　また、本実施の形態の車載用オーディオ機器に対して接続される外部オーディオ機器と
しては特に限定される必要は無いのであるが、ここでは、ＭＤ(Mini Disc)といわれる光
磁気ディスクにオーディオデータを記録再生可能なＭＤレコーダ／プレーヤとする。また
、このＭＤレコーダ／プレーヤは、携帯型の構成を採っているものとする。
【００１９】
　ここで先ず、図１及び図２により本実施の形態としてのオーディオシステムの概要を説
明する。本発明のオーディオシステムは、上記したヘッドユニットとしての車載用オーデ
ィオ機器と、携帯型ＭＤレコーダ／プレーヤであるものとする。
【００２０】
　先ず図１に、外部オーディオ機器である携帯型ＭＤレコーダ／プレーヤの外観を示す。
　この図に示すＭＤレコーダ／プレーヤ１は、携帯型としての所定のサイズ形状を有して
いるものとされる。そして、このＭＤレコーダ／プレーヤ１に対しては、ＭＤ９０を格納
して構成されるディスクカートリッジ９１を装填することができるようになっている。Ｍ
Ｄレコーダ／プレーヤ１では、この装填されたディスクカートリッジ内のＭＤ９０に対し
て記録又は再生を行うようにされる。
　なお、この場合のＭＤレコーダ／プレーヤ１の本体には、ヘッドフォン端子部２１とし
て備えられる所定の端子群の他にも、例えばマイクロフォン端子やライン入力端子などの
記録のための音声信号を入力可能な音声信号入力端子等の他、例えば必要に応じて、再生
音声信号を出力するライン出力が備えられるのであるが、ここでは、その図示を省略して
いる。また、例えば記録再生等に関する所定の操作を行うための操作部、及び表示部が設
けられてもよいのであるが、ここではそれらの図示も省略している。
　ヘッドフォン端子部２１は、次に説明するヘッドフォン３０を接続するために設けられ
ている。
【００２１】
　ヘッドフォン３０は、ＭＤレコーダ／プレーヤ１の再生音声をユーザが聴くために付属
される。
　この場合のヘッドフォン３０は、例えば図示するように、ケーブル３１の一方の端部に
コネクタ部３２が設けられ、また、他方の端部には、右耳用と左耳用の一対のイヤドライ
バから成るイヤドライバ部３４が設けられる。
　そして、コネクタ部３２をＭＤレコーダ／プレーヤ１のヘッドフォン端子部２１に対し
て嵌合するようにして接続する。そして、ＭＤレコーダ／プレーヤ１においてディスク再
生を行うと、その再生音声がイヤドライバ部３４にて出力されるようになっている。
【００２２】
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　また、ヘッドフォン３０のケーブル３１における途中位置には、操作／表示部３３とし
ての部位が設けられる。この操作／表示部３３は、例えばＭＤレコーダ／プレーヤ１に対
して再生等に関する所定の操作を行うための各種操作子が実際には設けられており、例え
ばユーザはこの操作／表示部３３を持って所定操作を行うことで、ＭＤレコーダ／プレー
ヤ１に対する操作を行うことができる。
　また、操作／表示部３３には、表示パネル３３ａとしての小さな小窓が設けられている
。この表示パネル３３ａは例えば液晶ディスプレイなどにより構成される。この表示パネ
ル３３ａに対しては、トラックナンバ、又はトラックネームが登録されていればこのトラ
ックネームが文字等によって表示される。また、再生トラックの進行時間や、リピート，
シャッフル，プログラム再生などの再生モードの設定状況も表示される。ユーザは、この
表示パネル３３ａを見ることで、ＭＤレコーダ／プレーヤ１の再生状況を把握することが
できる。
【００２３】
　このような操作／表示部３３の機能は、ヘッドフォン端子部２１とコネクタ部３２とを
介して、少なくともＭＤレコーダ／プレーヤ１にて再生された音声信号（アナログオーデ
ィオ信号）をイヤドライバ部３４に伝送する経路と、操作／表示部３３に対して行われた
操作に基づく操作情報信号をＭＤレコーダ／プレーヤ１に対して伝送する経路と、ＭＤレ
コーダ／プレーヤ１から操作／表示部３３に対して表示のための表示情報を伝送する経路
が形成されていることで得られるものである。
【００２４】
　図２は、上記図１に示した外部機器としてのＭＤレコーダ／プレーヤ１と、本実施の形
態のオーディオ機器である車載用オーディオ機器とから成るシステムを示す斜視図である
。
　この図に示す車載用オーディオ機器５０は、例えば実際には自動車内のフロントコンソ
ールに対して、フロントパネル５１がユーザ側に表出するようにして取り付けられて使用
される。
　この場合、車載用オーディオ機器５０のフロントパネル５１には操作部５４、表示部５
３が配置して設けられることで、ユーザインターフェイスとしての機能を有する。
【００２５】
　操作部５４としては、当該車載用オーディオ機器５０の動作を操作するための各種キー
、ジョグダイヤルなどの操作子がフロントパネル５１上の所定位置に配置される。
【００２６】
　表示部５３には、当該車載用オーディオ機器５０の動作状況に応じて所要の表示が行わ
れる。例えば車載用オーディオ機器５０は、後述するようにしてオーディオソースとして
、ＣＤ音声，チューナ音声、及び車載用オーディオ機器５０に接続される外部オーディオ
機器の入力音声であるＡＵＸ音声を選択することが可能とされるが、表示部５３では、こ
れらのオーディオソースの何れが選択されているのかを表示させる。また、この選択され
たソースに応じた動作状況を表示する。例えばＣＤ音声を選択しているときには、再生し
ているＣＤのトラックやその再生時間などを表示させる。
【００２７】
　また、フロントパネル５１には、ＣＤを挿入するＣＤ挿入口５２が設けられる。ユーザ
は、このＣＤ挿入口５２に対してＣＤを挿入し、また排出させることができるようになっ
ている。
【００２８】
　上記してもいるように、車載用オーディオ機器５０では、オーディオソースの出力源と
して、ＣＤを再生するＣＤプレーヤ部と、チューナ部とを備えている。また、外部オーデ
ィオ機器に対応するためのＡＵＸ音声を入力可能とされている。
　そして、操作部５４に対する所定操作によってこれらのオーディオソースのうちの何れ
かを選択し、ここでは図示しない車内のスピーカからその音声を出力させることができる
ようになっている。
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【００２９】
　そして本実施の形態の車載用オーディオ機器５０においては、外部オーディオ機器であ
る携帯型のＭＤレコーダ／プレーヤ１との接続を可能とするため、フロントパネル５１の
側面に対してＡＵＸ入力端子部５５が設けられている。
　そして、この車載用オーディオ機器５０のＡＵＸ入力端子部５５と、ＭＤレコーダ／プ
レーヤ１のヘッドフォン端子部２１とをアダプタケーブル４０により接続することで、Ｍ
Ｄレコーダ／プレーヤ１がＡＵＸ音声のソースとして車載用オーディオ機器５０に対して
接続されることになる。
【００３０】
　この場合、アダプタケーブル４０は、ケーブル４１の両端に対してコネクタ部４２，４
２が取り付けられて構成される。ここで、ＡＵＸ入力端子部５５の形状はヘッドフォン端
子部２１と同一とされており、これに対応して、アダプタケーブル４０のコネクタ部４２
，４２も共に同一のプラグ形状を有している。
　本発明としては、例えばＡＵＸ入力端子部５５の形状をヘッドフォン端子部２１と同一
とする必要は必ずしもないのであるが、このようにすれば、アダプタケーブルを使用して
接続を行う際、ユーザは、ＭＤレコーダ／プレーヤ側のヘッドフォン出力端子と車載用オ
ーディオ機器５０側のＡＵＸ入力端子部の形状の相違に応じてアダプタケーブルのコネク
タ部の形状を確認するというような手間が省かれるものである。
【００３１】
　先にも述べたように、ＭＤレコーダ／プレーヤ１のヘッドフォン端子部２１は、本来は
ヘッドフォン３０を接続するためのものであり、ＭＤレコーダ／プレーヤ１のヘッドフォ
ン端子部２１を介しては、ＭＤレコーダ／プレーヤ１にて再生された音声信号出力と、Ｍ
Ｄレコーダ／プレーヤ１からの表示情報の出力と、ＭＤレコーダ／プレーヤ１に対する操
作情報信号の入力が行われる。
【００３２】
　従って、上記のようにして車載用オーディオ機器５０に対してＭＤレコーダ／プレーヤ
１を接続した場合には、ＭＤレコーダ／プレーヤ１から車載用オーディオ機器５０に対し
てＡＵＸ音声としてのオーディオ信号を供給することができるのに加え、ＭＤレコーダ／
プレーヤ１から車載用オーディオ機器５０に対して表示情報を出力するための経路を形成
することが可能となる。また、ＭＤレコーダ／プレーヤ１側では車載用オーディオ機器５
０から操作情報信号を入力するための経路を形成することが可能になる。そして、本実施
の形態では、この経路を形成するのにあたって、１本のアダプタケーブル４０によって賄
うことができるものである。
【００３３】
　例えば本来、車載用オーディオ機器５０の操作部５４は、車載用オーディオ機器５０に
対しての操作を行うものとされている。つまりは、例えば内蔵のＣＤプレーヤ部及びチュ
ーナ部等に対する操作を主体とするものである。
　また、表示部５３としても、例えば前述したような、車載用オーディオ機器５０におけ
る各種動作に対応した内容の表示を本来は行うものとされる。例えば前述もしたように、
内蔵されるＣＤプレーヤ部やチューナ部等の何れかが音声ソースとして選択されていると
きに、これらの部位の動作状況に応じた表示を行うようにするものである。
【００３４】
　その上で本実施の形態では、アダプタケーブル４０を介して車載用オーディオ機器５０
に接続されたＭＤレコーダ／プレーヤ１の音声、つまりＡＵＸ音声をソースとして選択し
ているときには、次のようなシステム的な動作が得られるように構成される。
　１つには、車載用オーディオ機器５０の操作部５４に対して行われた操作のうち、例え
ば再生動作等に関連する所定の操作が行われた場合には、車載用オーディオ機器５０側か
らＭＤレコーダ／プレーヤ１に対して、この操作に応じた操作情報信号を出力する。これ
によって、車載用オーディオ機器５０の操作部５４に対して行われた操作によって、ＭＤ
レコーダ／プレーヤ１における所定の再生動作を制御することが可能になる。
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【００３５】
　ところで、例えば操作部５４には、ＣＤに対応した各種再生機能に関する操作を行うた
めの操作子が設けられているのであるが、ＭＤレコーダ／プレーヤ１は、ＣＤと同様、デ
ィスクメディアに対して再生可能な機器であり、その再生機能には共通したところが多い
。そこで、このＣＤに対応して設けられた操作子に対する操作が、ＭＤレコーダ／プレー
ヤ１に対する操作となるようにされればよい。このようにすれば、例えば外部機器として
のＭＤレコーダ／プレーヤ１を操作するための操作子を追加的に設ける必要はなくなる。
【００３６】
　更に１つには、ＭＤレコーダ／プレーヤ１の動作状況に応じた表示を、車載用オーディ
オ機器５０の表示部５３において表示するものである。
　ＭＤレコーダ／プレーヤ１では、図１によっても説明したように、ヘッドフォンの表示
パネル３３ａにて表示を行うための表示情報をヘッドフォン端子部２１を形成する所定端
子から出力できるようにしている。そこで、車載用オーディオ機器５０においては、この
ＭＤレコーダ／プレーヤ１から出力される表示情報を入力し、この表示情報に応じた内容
の表示が表示部５３にて行われるように動作する。
【００３７】
　例えば従来では、車載用オーディオ機器に対して携帯型ＭＤレコーダ／プレーヤなどの
外部オーディオ機器を接続した場合においては、外部オーディオ機器から車載用オーディ
オ機器に対して音声信号のみを出力するようにされる。
　このため、外部オーディオ機器の再生動作などを操作するためには、外部オーディオ機
器側に設けられている操作部に対して操作を行う必要があった。このような操作は例えば
車内という状況では面倒であり、また、ユーザが運転者である場合には、運転の安全性の
点で問題がある。
　また、車載用オーディオ機器の表示は、外部オーディオ機器とは連携しないことから、
このときの外部オーディオ機器の動作状況を確認するためには、外部オーディオ機器側の
表示を見る必要がある。これは、従来の問題としても前述したように、特に自動車内とい
う状況ではユーザにとっては見にくく、運転の安全性が阻害される可能性がある。また、
例えば表示部が本体部に備えられないなどの機器の構成上の都合や、夜間であるなどの条
件によっては、外部オーディオ機器側の表示を見るのは実質不可能な場合も生じる。
【００３８】
　これに対して本実施の形態では、上述したシステムの動作が得られるようにすることで
、外部オーディオ機器に対する操作も車載用オーディオ機器５０側で行えるようになり、
また、外部オーディオ機器の動作状況を示す表示も車載用オーディオ機器５０側で行うこ
とが可能となる。
　これにより、上記した問題が解消され、車載用オーディオ機器により外部オーディオ機
器の音声を出力させる際の使い勝手は向上される。また、特に本実施の形態のような車載
機器であれば、運転の安全性が阻害されるのを避けることができる。
【００３９】
　なお、図２においては車載用オーディオ機器５０のＡＵＸ入力端子部５５は、フロント
パネル５１の側面に設けるようにされているが、これに限定されるものではない。例えば
実際の使用にあたっての使い勝手を考えれば、車載用オーディオ機器５０が自動車のフロ
ントコンソールに適正に取り付けられた状態のもとで、ユーザがＭＤレコーダ／プレーヤ
１を接続しやすいような位置にＡＵＸ入力端子部５５が表出しているような位置状態で配
置されていればよいものである。
　従って、例えば図３において破線で括って示すように、車載用オーディオ機器５０のフ
ロントパネルの前面の所定位置に対してＡＵＸ入力端子部５５が設けられるようにしても
よいものである。または、同じ図３に示すように、例えば所定長のケーブル５６を車載用
オーディオ機器５０の背面側から引き出すようにして設け、このケーブル５６の端部に対
してＡＵＸ入力端子部５５が備えられるような構成としてもよいものである。
【００４０】
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　続いて以降、上記した車載用オーディオ機器５０とＭＤレコーダ／プレーヤ１とのシス
テム動作を実現するための構成について説明していくこととし、先ず、外部オーディオ機
器であるＭＤレコーダ／プレーヤ１の構成について説明する。
【００４１】
　図４は携帯型としてのＭＤレコーダ／プレーヤ１のブロック図である。
　ＭＤレコーダ／プレーヤ１は先にも述べたように、光磁気ディスクであるＭＤ９０に対
してオーディオデータの記録及び再生動作が可能とされる。
【００４２】
　ＭＤ９０はカートリッジ内に収納されて、カートリッジに設けられているシャッター機
構を記録時又は再生時に開閉することで光学ピックアップ（光学ヘッド３）からの光を照
射したり、磁気ヘッドからの磁界を印加することができるように構成されている。
　ＭＤ９０はスピンドルモータ２によってCLV(線速度一定：constant liner velocity)に
回転制御される。
【００４３】
　光学ヘッド３は、磁気ヘッド６ａに対して、装填されたＭＤ９０を挟んで対向する位置
に設けられている。この光学ヘッド３は対物レンズ３ａと２軸機構４と、図示しない半導
体レーザ及び半導体レーザの出射光が上記光磁気ディスクの表面で反射して、その反射光
を受光する受光部を有して構成されている。
　２軸機構４は、対物レンズ３ａをＭＤ９０に接離する方向に駆動するフォーカス用コイ
ルと、対物レンズ３ａを光磁気ディスクの半径方向に駆動するトラッキング用コイルとを
有している。
　また、光学ヘッド３全体をＭＤ９０の半径方向に大きく移動させるスレッド機構５を更
に備えている。
【００４４】
　光学ヘッド３内の受光部にて検知した反射光情報は、ＲＦアンプ７に供給され、電流－
電圧変換された後、マトリクス演算処理が行われ、フォーカスエラー信号ＦＥ、トラッキ
ングエラー信号ＴＥが生成されるとともにＲＦ信号も生成される。
　再生信号であるＲＦ信号は、ＭＤ９０上に記録時より低いレーザパワーで光を照射した
際に、反射光の磁気Kerr効果を利用して磁界ベクトルを検知して、検知した磁界ベクトル
に基づいて生成されることになる。
【００４５】
　ＲＦアンプ７で生成されたフォーカスエラー信号ＦＥ、トラッキングエラー信号ＴＥは
サーボ回路９にて位相補償、利得調整等をされたのちにドライブアンプ（図示せず）を介
して２軸機構４のフォーカス用コイルと、トラッキング用コイルとに印加される。
　さらにトラッキングエラー信号ＴＥからは、サーボ回路９内にてＬＰＦ（low pass fil
ter ）を介してスレッドエラー信号が生成され、スレッドドライブアンプ（図示せず）を
介してスレッド機構５に印加される。
　更にＲＦアンプ７にて生成されたＲＦ信号は、ＥＦＭ／ＣＩＲＣエンコーダ・デコーダ
８にて、２値化されてＥＦＭ復調(eight to fourteen modulation ) されるとともに、Ｃ
ＩＲＣ（cross interleave read solomon coding）エラー訂正処理が行なわれて、メモリ
コントローラー１２に供給される。
【００４６】
　ＭＤ９０には予めグルーブ（溝）が所定周波数にて蛇行して（本例の場合は22.05KＨｚ
）設けられており、ＦＭ変調にてアドレスデータが記録されている。
　このアドレスデータはアドレスデコーダ１０にて所定周波数のみを通過するＢＰＦ（バ
ンドパスフィルター）を介してＦＭ復調することで抽出される。
　ＥＦＭ／ＣＩＲＣエンコーダ・デコーダ８では２値化したＥＦＭ信号もしくはアドレス
デコーダ１０にて抽出されたアドレスデコーダに基づいてディスクを回転制御するための
スピンドルエラー信号を生成してサーボ回路９を介してスピンドルモーター２に印加する
。
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　更にＥＦＭ／ＣＩＲＣエンコーダ・デコーダ８では２値化したＥＦＭ信号に基づいてＰ
ＬＬ（Phase Locked Loop ）の引き込み動作を制御し、デコード処理のための再生クロッ
クを生成させる。
【００４７】
　メモリコントローラ１２によって、エラー訂正後の２値化データは１．４Ｍｂｉｔ／se
c の転送レートでバッファメモリ１３に書き込まれる。
　メモリコントローラ１２は、バッファメモリ１３に所定量以上のデータが蓄積されたら
、バッファメモリ１３から書き込みの転送レートより十分遅い０．３Ｍｂｉｔ／sec の転
送レートにて読み出しを行い、オーディオデータとしての出力に供する。
　このようにバッファメモリ１３に一旦データを蓄えてからオーデイオデータとして出力
するようにているため、例えば振動等の外乱に対して不要なトラックジャンプ等が生じて
光学ヘッド３からの連続したデータ読み出しが途絶えたとしても、光学ヘッド３のトラッ
クジャンプが発生したアドレスへの再配置に要する時間に相当するデータは予めバッファ
メモリ１３に蓄積されているので、オーデイオ出力の音声としては連続した（音のとぎれ
のない）出力が実現できる。
　本例の場合、バッファメモリ１３として４ＭbyteのＲＡＭを用いた場合には、バッファ
メモリ１３に書き込まれたデータが満杯の状態で約１０秒のオーデイオデータを蓄えるこ
とが可能とされる。
　なお、メモリコントローラ１２の動作はシステムコントローラ１１によって制御されて
いる。
【００４８】
　ＭＤ９０から読み出されたデータは記録時に所定の圧縮方法（本例では例えばATRAC (A
coustic transferred adapted coding )方式）にて圧縮が施されており、メモリコントロ
ーラ１２によってバッファメモリ１３から読み出されたデータは、オーデイオ圧縮エンコ
ーダ・伸張デコーダ１４にて圧縮が解かれたデジタルデータとされ、Ｄ／Ａ変換器１５に
入力される。
【００４９】
　Ｄ／Ａ変換器１６ではオーデイオ圧縮エンコーダ・伸張デコーダ１４にて圧縮が解かれ
たデジタルデータをアナログオーデイオ信号ＡＵに変換する。このアナログオーディオ信
号ＡＵは、ヘッドフォン端子部２１を構成するオーディオ端子ｔＡＵに対して出力される
。例えばヘッドフォン端子部２１に対してヘッドフォン３０が接続されている場合には、
このオーディオ端子ｔＡＵから出力されたアナログオーディオ信号ＡＵがヘッドフォン３
０に供給され、イヤドライバ部３４にて音声として出力される。また、この場合には、ナ
ログオーディオ信号ＡＵは音声信号出力端子１６に対しても分岐して出力されるようにな
っている。
【００５０】
　このような再生動作時においては、システムコントローラ１１は、操作部１９の操作に
応じて各種サーボ用のコマンドをサーボ回路９に転送したり、メモリコントローラ１２に
対してバッファメモリ１３の制御の指令を与えたり、演奏経過時間や再生しているプログ
ラムのタイトル等の文字情報の表示を表示部２０に実行させるように制御を行ったり、Ｅ
ＦＭ／ＣＩＲＣエンコーダ・デコーダ８でのスピンドルサーボ制御やデコード処理制御を
行う。
　例えば操作部１９に対する操作として、再生、早送り、巻き戻し、ＡＭＳ等の操作が行
われたのであれば、これらの動作が得られるように所要の機能回路部を制御する。また、
各種モード操作に応じてプレイモード（例えば１曲リピート、全曲リピート、シャッフル
など）やサウンドモードの設定も行う。更に記録のための操作が行われたのであれば、入
力されている音声信号をデジタルデータとしてＭＤ９０に記録するための制御を実行する
。
【００５１】
　このＭＤレコーダ／プレーヤ１において楽曲等の音声をＭＤ９０に記録する場合、その
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音声信号はオーディオ信号入力端子１７に供給される。
　この場合のオーディオ信号入力端子１７には、例えばここでは図示しないマイクロフォ
ンにより収音して得られたアナログオーディオ信号、又は外部のＣＤプレーヤ等の再生装
置のアナログ出力端子から出力されたアナログオーディオ信号が入力される。そしてＡ／
Ｄ変換器１８にてデジタル信号に変換され、オーデイオ圧縮エンコーダ・伸張デコーダ１
４に供給される。
【００５２】
　オーデイオ圧縮エンコーダ・伸張デコーダ１４に入力されたデジタルオーディオ信号は
ATRAC (Acoustic transferred adapted coding )方式にて圧縮エンコードが施され、圧縮
されたデジタルオーディオ信号は転送レート０．３Ｍbit/sec にてメモリコントローラ１
２を介してバッファメモリ１３に一旦蓄積される。
　メモリコントローラ１２はバッファメモリ１３に蓄積された圧縮されたデータが所定量
蓄積されたことを検知してバッファメモリ１３からの読み出しを許可する。
【００５３】
　バッファメモリ１３から読み出された圧縮データはＥＦＭ／ＣＩＲＣエンコーダ・デコ
ーダ８にてＣＩＲＣ方式のエラー訂正符号付加、ＥＦＭ変調等の処理が施されて磁気ヘッ
ド駆動回路６に供給される。
　磁気ヘッド駆動回路６は供給されたデータに応じて磁気ヘッド６ａのＮ極又はＳ極の磁
界印加駆動を行う。
　またこのような磁界印加を行う記録時には、システムコントローラ１１は光学ヘッド３
の図示しない半導体レーザの出射パワーを再生時のときよりも高パワーに制御して光磁気
ディスクの表面をキューリー温度まで加熱するようにする。これにより磁気ヘッド６ａか
ら印加された磁界情報がディスク記録面に固定されていくことになる。つまりデータが磁
界情報として記録される。
【００５４】
　記録時にもシステムコントローラ１１は、各種サーボ用のコマンドをサーボ回路９に転
送したり、メモリコントローラ１２に対してバッファメモリ１３の制御の指令を与えたり
、記録経過時間や記録しているプログラムのトラックナンバ等の表示を表示部２０に実行
させるように制御を行ったり、ＥＦＭ／ＣＩＲＣエンコーダ・デコーダ８でのスピンドル
サーボ制御やエンコード処理制御を行う。
【００５５】
　また、この場合には、ヘッドフォン端子部２１を構成する端子のうち、電源端子ｔＶＤ
Ｄ、コモン端子ｔＣＯＭ，表示情報端子ｔＤＤ，操作情報端子ｔＳＳが、システムコント
ローラ１１と接続される。
　システムコントローラ１１は、例えば、ＶＤＤ端子及び端子ｔＣＯＭによって電源電圧
を供給する。これにより、図１に示したヘッドフォン３０の操作／表示部３３が動作する
ための電源が得られる。
　また、システムコントローラ１１から表示情報端子ｔＤＤに対しては、本来、操作／表
示部３３の表示パネル３３ａにおいて表示を実行させるための表示情報ＤＤを出力する。
従って、システムコントローラ１１は、そのときの動作状況に応じて必要とされる表示情
報ＤＤを生成して出力するようにされる。
　また、操作情報端子ｔＳＳを介しては、システムコントローラ１１に対して操作情報信
号ＳＳが入力される。この操作情報信号ＳＳは、本来、ヘッドフォン端子部２１に対して
接続されたヘッドフォン３０の操作／表示部３３に対して行われた操作に応じて、操作／
表示部３３から出力されるものとされるが、ヘッドフォン端子部２１を介して車載用オー
ディオ機器５０が接続される場合には、車載用オーディオ機器５０側から出力されるコマ
ンド信号ＣＭＤを、操作情報端子ｔＳＳを介して操作情報信号ＳＳとして入力するように
される。なお、操作／表示部３３においては、詳しい説明は省略するが、操作／表示部３
３に対して行われた操作に応じた操作情報信号ＳＳを発生するための機能回路部が設けら
れる。この回路部は、システムコントローラ１１側から供給される電源電圧によって動作



(12) JP 4766082 B2 2011.9.7

10

20

30

40

50

する。
【００５６】
　そして、システムコントローラ１１は、操作部１９に対して操作が行われた場合と同様
に、操作情報端子ｔＳＳを介して入力された操作情報信号ＳＳに基づいて各種動作制御を
行うこともできるようにされている。
【００５７】
　またこれらの操作情報信号ＳＳはウエイクアップ信号ともなる。
　つまりコントローラ１１は、電源オフ中（スタンバイ中）でも図示しないスタンバイ電
源によりスリープ状態としてウエイクアップ入力の確認は行っており、何らかの操作情報
信号ＳＳの入力、もしくは操作部１９による何らかの操作があった場合は、ウエイクアッ
プ入力があったとして電源オンとする。
【００５８】
　このようにして、ヘッドフォン端子部２１は、先に述べたオーディオ端子ｔＡＵと共に
、上記各端子を備えることで、再生信号であるアナログオーディオ信号の出力と、表示情
報ＤＤの出力、操作情報信号ＳＳの入力、操作／表示部３３に対する電源供給のための接
続部位として構成される。
【００５９】
　また補足的に説明しておくと、このデータ再生及び記録が可能なＭＤレコーダ／プレー
ヤ１では、音声データの他に、その音声データとしての各プログラム（１曲、トラック）
や、ディスク全体に対応する文字情報、つまりトラックネームやディスクネーム（ネーム
）の文字情報をＭＤ９０に記録することができる。このためには、操作部１９として、ユ
ーザーがネーム登録としての文字情報入力を行うことが可能とされる。
【００６０】
　システムコントローラ１１は、操作部１９により入力された文字をＲＡＭ２４上で保持
していき、決定操作により文字列が決定されることで、その文字列を、そのとき選択され
ているプログラムに対応させた状態で登録する。
　選択されているプログラムとは、そのとき再生・記録・一時停止などの状態とされてい
るプログラムである。もしこのような状態でなく、プログラムが選択されていない状態の
場合は、入力文字列はディスク全体に対応する文字情報と扱われる。
【００６１】
　登録された文字情報は、後述するＵ－ＴＯＣセクター１のデータとしてＭＤ９０に書き
込まれることでＭＤ９０上で確定することになる。Ｕ－ＴＯＣデータの更新は記録動作の
後や文字入力動作の後において所定のタイミングで行われる。
【００６２】
　但し、ＭＤ９０に対して記録／再生動作を行なう際には、ＭＤ９０に記録されている管
理情報、即ちＰ－ＴＯＣ（プリマスタードＴＯＣ）、Ｕ－ＴＯＣ（ユーザーＴＯＣ）を読
み出す必要がある。システムコントローラ１１はこれらの管理情報に応じてＭＤ９０上の
記録すべきエリアのアドレスや、再生すべきエリアのアドレスを判別することとなる。
　この管理情報はバッファメモリ１３に保持される。このためバッファメモリ１３は、後
述するようにして、記録データ／再生データのバッファエリア（データエリア）と、これ
ら管理情報を保持するエリア（ＴＯＣエリア）とが分割設定されている。
　そして、システムコントローラ１１はこれらの管理情報を、ＭＤ９０が装填された際に
管理情報の記録されたディスクの最内周側の再生動作を実行させることによって読み出し
、バッファメモリ１３に格納しておき、以後そのＭＤ９０に対する記録／再生／編集動作
の際に参照できるようにしている。
【００６３】
　また、Ｕ－ＴＯＣはデータの記録や各種編集処理に応じて書き換えられるものであるが
、システムコントローラ１１は記録／編集動作のたびに、Ｕ－ＴＯＣ更新処理をバッファ
メモリ１３に記憶されたＵ－ＴＯＣ情報に対して行ない、その書換動作に応じて所定のタ
イミングでＭＤ９０のＵ－ＴＯＣエリアについても書き換えるようにしている。
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【００６４】
　また、この図には電源部２２が示される。
　この電源部２２は、例えば図示しないバッテリにより得られる所定レベルの直流電圧を
動作電源として各機能回路部に対して供給する。また、この場合の電源部２２は例えばメ
イン電源のオン／オフに対応して動作するメイン電源部と、このメイン電源部がオフとな
って動作が停止しているときでも、システムコントローラ１１における所要の動作は可能
なように電源供給を行うスタンバイ電源部とにより構成される。また、メイン電源部のオ
ン／オフはシステムコントローラ１１によって制御可能とされる。
【００６５】
　なお、携帯型のＭＤレコーダ／プレーヤ１の構成としては上記した構成に限定されるも
のではない。例えばここでは記録再生が可能な構成を示しているが、携帯型のＭＤレコー
ダ／プレーヤとしては再生専用のものも広く知られており、このようなＭＤレコーダ／プ
レーヤとされてもよい。つまり、図１に示した構成からオーディオ信号入力端子１７、Ａ
／Ｄコンバータ１８、及び磁気ヘッド駆動回路６、磁気ヘッド６ａなどの、記録に対応し
て必要となる構成を削除すると共に、他の機能回路部も再生専用に対応した構成とするも
のである。また、更なる小型軽量化の促進のために、操作及び表示はヘッドフォン３０の
操作／表示部３３において行われるようにして、本体側に設けられる操作部１９、表示部
２０を省略することなども考えられる。更に、これと共にライン出力端子としてのオーデ
ィオ信号出力端子１６を省略して、オーディオ信号出力はヘッドフォン端子部２１からの
みとすることも考えられる。
【００６６】
　続いて、本実施の形態の車載用オーディオ機器５０の内部構成例を図５に示す。
　この図に示す車載用オーディオ機器５０に備えられるシステムコントローラ６０は、例
えば、マイクロコンピュータを備えて構成され、主としては、内部の各機能回路部に対す
る制御を実行する。また、操作部５４に対して操作が行われたときには、その操作に応じ
た動作が得られるように各種所要の制御処理を実行する。
　この場合には、システムコントローラ６０は、ＲＯＭ６０ａ，ＲＡＭ６０ｂを備えたも
のとして示されている。ＲＯＭ６０ａには、システムコントローラ６０が動作するための
プログラムの他、各種制御処理に必要な情報などが記憶されている。また、ユーザが所定
操作により設定した各種情報も記憶可能とされる。例えば、チューナ部におけるプリセッ
トチューニングのためのデータなどが記憶される。ＲＡＭ６０ｂは、システムコントロー
ラ６０が演算処理を実行するときの作業領域として使用される。
　なお、本実施の形態の特徴に関連するシステムコントローラ６０の制御処理動作につい
ては、以降の説明において適宜述べていくこととする。
【００６７】
　先にも述べたように、本実施の形態の車載用オーディオ機器５０自体にあっては、オー
ディオソースの出力源としてチューナ音声とＣＤ音声を出力可能とされており、これに対
応して、図のようにチューナ部６１，ＣＤプレーヤ部６２が備えられる。
【００６８】
　チューナ部６１は、例えばＡＭ，ＦＭの各バンドの放送を受信選局可能とされる。
　このチューナ部６１では、例えば図示しないアンテナによって受信した放送波を入力し
、所要の周波数の放送局を選局する。そして、この選局した放送局の信号について所要の
処理を施し、この場合にはアナログオーディオ信号によりチューナ音声を出力する。この
チューナ音声は、ソースセレクタ６３のチューナ音声入力端子Ｔ・ＴＮｉｎに対して出力
される。
【００６９】
　ＣＤプレーヤ部６２は、図２に示したＣＤ挿入口５２から挿入されたＣＤに対して再生
を行うための記録部位とされる。そしてここでは、ＣＤから再生したデジタルオーディオ
データをアナログオーディオ信号に変換して。ソースセレクタ６３のＣＤ音声入力端子Ｔ
・ＣＤｉｎに対して入力するようにされる。
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【００７０】
　また、ソースセレクタ６３には、ＡＵＸ音声入力端子Ｔ・ＡＵＸｉｎも備えられており
、後述するＡＵＸ入力端子部５５の端子ｔ５を介して得られたＡＵＸ音声としてのアナロ
グオーディオ信号ＡＵが入力される。
　つまり、この場合におけるソースセレクタ６３には、チューナ音声、ＣＤ音声、ＡＵＸ
音声が入力される。
【００７１】
　そして、システムコントローラ６０は、例えば操作部５４に対して行われたソース選択
操作に応じて、ソースセレクタ６３に入力された音声信号のうちから１つを選択して、後
段の電子ボリューム／アンプ部６４に対して出力する。
　電子ボリューム／アンプ部６４では、電子ボリュームにより入力された音声信号のレベ
ルを可変し、アンプにより増幅した後、例えばスピーカ出力端子Ｔｏｕｔに対して出力す
る。スピーカ出力端子Ｔｏｕｔに対しては、例えば図示しない車載のスピーカが接続され
ており、このスピーカから、現在選択されている音声ソースの音声が出力されることにな
る。
　なお、上記電子ボリュームの可変は、例えば操作部５４に対して行われたボリューム調
整操作に応じて、システムコントローラ６０が電子ボリュームを制御することで行われる
。
【００７２】
　ＡＵＸ入力端子部５５は、先にも述べたように、その構造としてはＭＤレコーダ／プレ
ーヤ１側のヘッドフォン端子部２１と同一とされており、従って、例えば図示するように
端子ｔ１～ｔ５の５つの端子を備えている。なお、この図においては、説明を分かりやす
くするため、ＭＤレコーダ／プレーヤ１側のヘッドフォン端子部２１も示し、このヘッド
フォン端子部２１と、ＡＵＸ入力端子部５５とがアダプタケーブル４０により接続された
状態を示している。
【００７３】
　車載用オーディオ機器５０のＡＵＸ入力端子部５５の端子ｔ１に対しては、ＭＤレコー
ダ／プレーヤ１のヘッドフォン端子部２１の端子ｔＡＵを介して出力されたアナログオー
ディオ信号ＡＵ、つまり、ＭＤから再生されたオーディオ信号が入力される。そしてこの
アナログオーディオ信号ＡＵは、ソースセレクタ６３のＡＵＸ音声入力端子Ｔ・ＡＵＸｉ
ｎに対して入力される。つまり、ＭＤからの再生音声であるアナログオーディオ信号ＡＵ
は、当該車載用オーディオ機器５０にてＡＵＸ音声として扱われる。
【００７４】
　また、ＡＵＸ入力端子部５５の端子ｔ２に対しては、ＭＤレコーダ／プレーヤ１のヘッ
ドフォン端子部２１の端子ｔＤＤを介して出力された表示情報が入力される。この表示情
報はシステムコントローラ６０に対して入力される。なお、この表示情報ＤＤの入力に応
じたシステムコントローラ６０の制御処理については後述する。
【００７５】
　ＡＵＸ入力端子部５５の端子ｔ１は、操作情報信号ＳＳに対応して設けられている。
　先にも述べたように、システムコントローラ６０では操作部５４に対して行われた所定
操作を、ＡＵＸ音声ソースとして接続されたＭＤレコーダ／プレーヤ１に対する操作であ
るとして扱うことができる。つまりは、次に述べるような構成によって、操作部５４に対
して行われた操作に応じて、ＭＤレコーダ／プレーヤ１をコントロールすることができる
。
【００７６】
　操作部５４では、これに対して行われた操作に応じた操作信号ＳＣをシステムコントロ
ーラ６０に出力するようにしている。
　ソースセレクタ６３においてＡＵＸ音声を選択している状態のもとでは、システムコン
トローラ６０は、入力された上記操作信号ＳＣがＭＤレコーダ／プレーヤ１をコントロー
ルすべき種類のものである場合、この操作信号ＳＣの内容に応じたＭＤレコーダ／プレー
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ヤ１のコントロールを可能とするコマンドＣＭＤを発生させる。つまり、例えばコマンド
ＣＭＤは、ヘッドフォン３０の操作／表示部３３から出力される操作情報信号ＳＳに従っ
たフォーマットとされればよいものである。そしてこのコマンドＣＭＤを端子ｔ１を介し
て出力する。
【００７７】
　このようにして出力されたコマンドＣＭＤは、ＭＤレコーダ／プレーヤ１側のヘッドフ
ォン端子部２１の端子ｔＳＳを介して、操作情報信号ＳＳとしてＭＤレコーダ／プレーヤ
１のシステムコントローラ１１に対して入力されることになる。
　ＭＤレコーダ／プレーヤ１のシステムコントローラ１１では、このようにして入力され
た操作情報信号ＳＳに基づいて前述のようにして所要の制御処理を行うようにされる。こ
れにより、車載用オーディオ機器５０の操作部５４に対して行われた操作に応じてＭＤレ
コーダ／プレーヤ１が動作することになる。つまり、車載用オーディオ機器５０側での操
作によるＭＤレコーダ／プレーヤ１のコントロールが可能となる。
【００７８】
　なお、この場合には、ＭＤレコーダ／プレーヤ１から車載用オーディオ機器５０に対し
て電源電圧供給を行う必要はないので、ＭＤレコーダ／プレーヤ１側（ヘッドフォン端子
部２１）の端子ｔＤＤ，端子ｔＣＯＭと接続される、車載用オーディオ機器５側（ＡＵＸ
入力端子部５５）の端子ｔ３，ｔ４はダミーとされている。
【００７９】
　システムコントローラ６０は、表示部５３に対する表示制御も実行する。そして本実施
の形態では、表示部５３において、ＡＵＸ音声ソースであるＭＤレコーダ／プレーヤ１の
動作状況に応じた内容の表示を行わせることが可能とされる。
　つまり、前述したように、車載用オーディオ機器５０のシステムコントローラ６０に対
しては、本来はヘッドフォン３０の表示パネル３３ａに対する表示を制御するための表示
情報ＤＤがＭＤレコーダ／プレーヤ１側から入力される。
　そして、ソースセレクタ６３においてＡＵＸ音声を選択している状態のもとでは、シス
テムコントローラ６０は、入力された表示情報ＤＤの情報内容に応じて表示部５３に対す
る制御を実行する。これにより、表示部５３において表示される内容は、入力された表示
情報ＤＤの情報内容に対応したものとなる。つまり、ヘッドフォン３０の表示パネル３３
ａに表示されるべき内容が、車載用オーディオ機器５０の表示部５３において表示される
ものである。
【００８０】
　なお、当然のこととして、例えばチューナ音声若しくはＣＤ音声がソースセレクタ６３
において選択されているときには、チューナ部６１，ＣＤプレーヤ部６２の動作状況に応
じた表示が行われる。
【００８１】
　また、電源部６６は、例えば図示しない車載バッテリから供給される電源を入力して直
流電源電圧を生成可能とされる。そして、各機能回路部に対して所要のレベルの直流電源
電圧を供給する。また、この電源部６６も、メイン電源部と、このメイン電源部がオフ時
におけるシステムコントローラ６０の動作が可能なように電源供給を行うスタンバイ電源
部とにより構成される。
　また、メイン電源部のオン／オフはシステムコントローラ６０によって制御可能とされ
る。
【００８２】
　続いて、上記したＭＤレコーダ／プレーヤ１側のユーザインターフェイス機能を車載用
オーディオ機器５０にて実現するためのシステムコントローラ６０の処理動作を図６に示
す。
【００８３】
　この図に示す処理にあっては、先ずステップＳ１０１において、操作部５４に対する操
作としてメイン電源オンのための操作が行われている状態にあるか否かが判別される。
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　ここで、メイン電源オンのための操作が行われていないとされれば、このままこのルー
チンを終了するが、メイン電源オンのための操作が行われていると判別された場合には、
ステップＳ１０２に進むようにされる。
【００８４】
　システムコントローラ６０においては、操作部５４に対してユーザが行った音声ソース
選択操作に応じて、ソースセレクタ６３にて選択して出力すべき音声ソースを何れとする
のかが設定されるのであるが、ステップＳ１０２では、現在選択設定されている音声ソー
スが、ＡＵＸ音声であるか否かを判別する。
【００８５】
　例えばチューナ音声又はＣＤ音声が選択されているとして、ステップＳ１０２にて否定
結果が得られた場合には、ステップＳ１１６に進む。
　このステップＳ１１６では、現在音声ソースとして選択されているＡＵＸ音声以外の音
声ソースが音声として出力されるように制御を実行する。
　この場合、実際に選択されている音声ソースとしてはチューナ音声又はＣＤ音声の何れ
かとなるが、システムコントローラ６０は、選択されている音声ソースに対応したオーデ
ィオ信号がソースセレクタ６３に対して入力されるように、チューナ部６１又はＣＤプレ
ーヤ部６２の動作を制御する。また、ソースセレクタ６３において、選択されている音声
ソースのオーディオ信号がスピーカ出力端子Ｔｏｕｔに出力されるようにも制御を実行す
る。そしてステップＳ１０１に戻るようにされる。
【００８６】
　これに対して、現在ＡＵＸ音声が選択されていることでステップＳ１０２にて肯定結果
が得られた場合にはステップＳ１０３に進むようにされる。
　ステップＳ１０３においては、ＡＵＸ音声ソースとして接続されている機器（図ではＡ
ＵＸ機器として表記している）、つまりＭＤレコーダ／プレーヤ１に対して、電源オンの
ためのコマンドＣＭＤを出力する。このコマンドＣＭＤはＭＤレコーダ／プレーヤ１に対
しては操作情報信号ＳＳとして入力される。
　なお、前述したように操作情報信号ＳＳは、ＭＤレコーダ／プレーヤ１側に対してはウ
ェイクアップ信号としても機能する。従って、電源オンのためのコマンドＣＭＤとしては
、ＭＤレコーダ／プレーヤ１が操作情報信号ＳＳとして受け付け可能な信号であればよく
、電源オンを指示するコマンド以外で適切とされるコマンドを使用してもよいものである
。
【００８７】
　上記のようにして電源オンのためのコマンドＣＭＤを出力した場合、ＭＤレコーダ／プ
レーヤ１が車載用オーディオ機器５０に対して接続されていれば、例えばこのコマンドＣ
ＭＤとしての操作情報信号ＳＳに応答して、メイン電源がオンとなる。そして、電源オン
となって起動したのに応じて、ＭＤレコーダ／プレーヤ１のシステムコントローラ１１で
は、本来は表示パネル３３ａを表示させるための表示情報ＤＤをヘッドフォン端子部２１
の端子ｔＤＤを介して出力する。逆に、ＭＤレコーダ／プレーヤ１が車載用オーディオ機
器５０に対して接続されていなければ、このとき表示情報は出力されないことになる。
　従って、この表示情報ＤＤの出力の有無を監視することで、車載用オーディオ機器５０
側では、ＭＤレコーダ／プレーヤ１についての認識を行うことができる。つまり、ＡＵＸ
音声ソースとしての機器であるＭＤレコーダ／プレーヤ１が、ＡＵＸ入力端子部５５を介
して接続されているか否かを判定することができる。
【００８８】
　そこで、ステップＳ１０４では、例えば上記したようにして表示情報ＤＤの出力の有無
に基づいて、ＡＵＸ音声ソースとしての機器であるＭＤレコーダ／プレーヤ１を認識でき
たか否かを判別する。
　そして、ＭＤレコーダ／プレーヤ１を認識できない、つまりＭＤレコーダ／プレーヤ１
が接続されていないという判別結果が得られた場合には、ステップＳ１１７に進んで、表
示部５３に対してＡＵＸ音声ソースとしてのＭＤレコーダ／プレーヤ１が接続されていな
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いことを示す内容の表示が行われるように制御を実行する。この時の表示形態については
特に限定しないが、例えば図にも記しているように「ＮＯ　ＡＵＸ」などのようにして文
字で表示することが考えられる。
　これに対して、ＭＤレコーダ／プレーヤ１が接続されていることで認識が得られた場合
にはステップＳ１０５に進む。
【００８９】
　なお、ステップＳ１０４におけるＡＵＸ機器（ＭＤレコーダ／プレーヤ１）についての
認識処理は、上記した表示情報ＤＤの出力の有無に基づいた判定以外の方法も考えられる
ものである。例えば、先の説明ではオープンとなっているものとして説明したＡＵＸ入力
端子部５５の端子ｔ２，端子ｔ３に対して電圧検出が可能な回路を設け、この電圧検出回
路における検出結果に基づいて判定するように構成することも考えられる。つまり、ＭＤ
レコーダ／プレーヤ１のメイン電源がオンとなれば、システムコントローラ１１からは、
ヘッドフォン端子部２１の電源端子ｔＶＤＤ、コモン端子ｔＣＯＭを介して電源電圧を供
給開始する。そこで、車載用オーディオ機器５０のシステムコントローラ６０は、上記電
圧検出回路において電圧が検出されるか否かを監視することで、ＡＵＸ機器の認識を行う
ことができるものである。
【００９０】
　ステップＳ１０５においては、音声ソースとしてＡＵＸ音声が選択されるように、ソー
スセレクタ６３に対する制御を実行してステップＳ１０６に進む。
【００９１】
　ステップＳ１０６では、コマンドＣＭＤとして再生コマンドをＭＤレコーダ／プレーヤ
１に対して出力するようにされる。
　ＭＤレコーダ／プレーヤ１側のシステムコントローラ１１では、上記のようにして出力
された再生コマンドを再生のための操作情報信号ＳＳとして受信し、ＭＤの再生を開始さ
せる。つまり、本実施の形態では車載用であることを配慮して、ＡＵＸ音声がソースとし
て選択されていれば、自動的に再生が開始されるようにコントロールしているものである
。そして、ＭＤを再生して得られたアナログ音声信号ＡＵは、車載用オーディオ機器５０
に対してＡＵＸ音声として入力され、最終的には車載のスピーカから音声として出力され
ることになる。
【００９２】
　上記のようにして再生が開始されると、ＭＤレコーダ／プレーヤ１のシステムコントロ
ーラ１１では、その再生状況に応じた内容の表示情報ＤＤを発生して出力するようにされ
る。
　次のステップＳ１０７では、上記のようにしてＭＤレコーダ／プレーヤ１（ＡＵＸ機器
）から出力される表示情報ＤＤを入力して取得する。そして、次のステップＳ１０８にお
いて、この取得した表示情報ＤＤに基づいて、表示部５３に対する表示制御を実行する。
これにより、例えば表示部５３においては、ＭＤレコーダ／プレーヤ１でのディスク再生
状況に応じた内容の表示が行われる。例えば、トラックナンバ、トラックネームなどの再
生トラックを示す情報や、再生進行時間、及び現在設定されているプレイモード等の表示
が行われるものである。
【００９３】
　次のステップＳ１０９においては、操作部５４に対する操作が行われたか否かを判別し
ている。ここで、操作部５４に対して操作が行われない限りはステップＳ１０７の処理に
戻るようにされる。つまり、現在の再生状況に応じて表示部５３における表示を変化させ
ながら、操作部５４に対して操作が行われるのを待機している。そして操作部５４に対し
て何らかの操作が行われたのであれば、その操作の種類に応じて、ステップＳ１１０，Ｓ
１１２，Ｓ１１４の何れかに対して移行するようにされる。
【００９４】
　例えば、上記ステップＳ１０９にて判別された操作として、例えばＡＭＳ（トラックの
頭出し）、１曲リピート又は全曲リピートモードの指定、又はシャッフル再生モードの指
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定など、再生系に関する類の操作であった場合には、ステップＳ１１０においてこの操作
信号についての認識を行って、次のステップＳ１１１において、認識した操作に対応した
コマンドＣＭＤを出力するようにされる。ＭＤレコーダ／プレーヤ１のシステムコントロ
ーラ１１では、このコマンドＣＭＤとしての操作情報信号ＳＳの入力に応じて、ＡＭＳ制
御、プレイモードの変更などの所要の再生関連動作が得られるように制御処理を実行する
。そして、ステップＳ１０７の処理に戻るようにされる。
【００９５】
　また、ステップＳ１０９にて判別された操作が、表示の切り換え指示のための操作であ
った場合には、この操作信号についての認識をステップＳ１１２にて行った後に、ステッ
プＳ１１３に進む。そして、このステップＳ１１３において、表示切換のためのコマンド
ＣＭＤを出力する。この表示切換のためのコマンドＣＭＤを操作情報信号ＳＳとして入力
したＭＤレコーダ／プレーヤ１のシステムコントローラ１１は、変更すべき表示内容に対
応する表示情報ＤＤを出力することになる。そしてこの表示情報ＤＤが車載用オーディオ
機器５０のシステムコントローラ６０に入力されることになる。
　そして、上記ステップＳ１１３の処理終了後は、ステップＳ１０７に戻るようにされる
が、ステップＳ１１３の処理を経て、ステップＳ１０７→Ｓ１０８の処理を再度実行する
ことで、表示部５３には、変更された表示内容に対応する表示情報ＤＤに基づいて表示が
行われる。つまり、表示内容が変更されるものである。
　なお、ここでいう表示の切り換えとは、例えば再生時間の表示切換などがこれに対応す
る。例としては、再生時間を進行時間に沿って示す表示と残り時間によって示す表示との
間で切り換えたり、また、トラック単位での再生時間の表示を、ディスク全体の単位での
再生時間の表示に切り換えたりするものである。
【００９６】
　また、ステップＳ１０９にて判別された操作が、上記した以外の、例えばソース切り換
え、及び当該車載用オーディオ機器５０についての電源オフのための操作であったような
場合には、この操作信号についての認識をステップＳ１１４にて行う。また、ここでは、
この認識した操作信号に応じて車載用オーディオ機器５０内部に対して所要の制御処理を
実行する。つまり、ソース切り換えの操作が行われたのであれば、その操作によって指定
される音声ソースが選択されるように、ソースセレクタ６３を制御する。また、電源オフ
のための制御が実行されたのであれば当該車載用オーディオ機器５０のメイン電源をオフ
とするための制御を実行する。但し、メイン電源のオフ制御は、例えば実際には、次に述
べるステップＳ１１５の処理を実行した後に実行されてもよいものである。
　そして、ステップＳ１１５の処理が終了するとステップＳ１０１以降の処理に戻るよう
にされる。
【００９７】
　なお、本発明は上記した実施の形態の構成に限定されるものではなく他にも考えられる
ものである。例えば、上記実施の形態では、車載用オーディオ機器５０に接続される外部
機器（ＡＵＸ機器）をＭＤに対応した携帯型のオーディオ機器とされているが、例えば、
テープカセットやＣＤ、更にはフラッシュメモリなどのメモリ素子を備えたメディアに対
応する携帯型オーディオ機器を対象としても構わない。また、特に携帯型の機器に限定さ
れるものではなく、例えば据え置き型であっても表示情報や操作情報信号等のユーザイン
ターフェイス情報を本体外部に出力する構成を採っているものであれば外部機器としての
接続が可能とされる。
　また、本発明のオーディオ機器は上記実施の形態として示した車載用オーディオ機器５
０に限定されるものではなく、その構成は適宜変更可能である。また、本発明のオーディ
オ機器は、車載用であればその効果が特に有効となるのであるが、車載用に限定される必
要もないものである。
【図面の簡単な説明】
【００９８】
【図１】本実施の形態の外部オーディオ機器である携帯型のＭＤレコーダ／プレーヤを示
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【図２】本実施の形態の車載用オーディオ機器と外部オーディオ機器から成るシステム構
成を示す斜視図である。
【図３】本実施の形態のオーディオ機器におけるＡＵＸ入力端子部の取り付けの形態例を
示す斜視図である。
【図４】携帯型のＭＤレコーダ／プレーヤとしての内部構成例を示すブロック図である。
【図５】本実施の形態の車載用オーディオ機器の内部構成例を示すブロック図である。
【図６】本実施の形態としての車載用オーディオ機器におけるユーザインターフェイス機
能を実現するための処理動作を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００９９】
　１　ＭＤレコーダ／プレーヤ、１１　システムコントローラ、２１　ヘッドフォン端子
部、２２　電源部、　３０　ヘッドフォン、３１　ケーブル、３２　コネクタ部、３３　
操作／表示部、３３ａ　表示パネル、３４　イヤドライバ部、４０　アダプタケーブル、
４１　ケーブル、４２　コネクタ部、５０　車載用オーディオ機器、５３　表示部、５４
　操作部、５５　ＡＵＸ入力端子部、６０　システムコントローラ、６１　チューナ部、
６２　プレーヤ部、６３　ソースセレクタ、６４　電子ボリューム／アンプ部、６６　電
源部、９０　ＭＤ、９１　ディスクカートリッジ、ｔ１～ｔ５　端子、ｔＡＵ　オーディ
オ端子、ｔＣＯＭ　コモン端子、ｔＤＤ　表示情報端子、ｔＳＳ　操作情報端子、ｔＶＤ
Ｄ　電源端子
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